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4月 1日

うわさ話やおせっかいをして、話してはいけないこと

まで話します【1テモテ 5:13】

人との対話に関して、いくつか注意を払うべきことがあり

ます。まず初めに、自分はどんな話を喜んで聞くか人間

なのか、よく考えるべきです。これによって、自分自身を

知ることになります。私たちが最新のうわさ話を聞きた

がっているだろう思って、人が会いに来たりしていません

か？どんな話に興味を持つかによって、自分がどのよう

な人間か、知られてしまいます。二番目に、私たちが簡

単に信用するのはどういう話でしょうか。ここに注意すべ

きです。私たちは、ある面でとくに騙されやすく、その騙さ

れやすい部分が、生まれつき持っている弱さを露呈する

ものです。私たちは、陰口ばかり言う人から、誰かへの

中傷を聞いて、簡単に信じてしまうような者でしょうか？

人は一般に、必要なものを与えるものです。そんな相手

には、はっきり、そのような話は聞きたくないと態度で示

しているでしょうか？

しかし、私たちの助けを必要な人によって、私たちは真

に試されるのです。そんな人たちは、私たちの中に、深

刻な心の問題を信頼して打ち明けられる相手、理解と知

恵ある助言を与えてくれる相手を見出すのでしょうか？

私たちは、そうしてあげられるだけ、思いやりがあり、神

の近くにいるでしょうか？

April 1

Tattlers also and busybodies, speaking things 
which they ought not. - 1 Timothy 5:13

Several things about this matter of speech deserve 
our attention. In the first place, we should consider 
the kind of talk we enjoy listening to. In this way we 
can get to know ourselves. Do people come to us 
because they find that they can pour all the latest 
gossip into our ears? The sort of talk we relish 
indicates the kind of people we are. In the second 
place, we should observe what tales we most readily
credit. We are mostly more gullible in one direction 
than in others, and the direction of our gullibility 
betrays our innate weakness. Are we quick to believe
the slanders of talebearers? People naturally bring 
supply to demand. Do we show them that it is 
unwelcome?

But it is those who need our help who really test us. 

Do people find in us those to whom they can confide 
their real heart problems and be met with 
understanding and wise counsel? Are we sensitive 
enough, and close enough to God, for that?

4月 2日

主に信頼して、その心はゆるがない。その心は堅固

である【詩篇 112:7,8】

初めから終わりまで、キリスト者の人生は、信仰の旅で

す。それを通して、私たちは新しいいのちを得るようにな

り、それを通して、私たちは新しいいのちとともに歩きま

す。私たちは信仰によって生きるのであり、楽しみによっ

てではありません。楽しみは確か良いものではあっても、

刺激を求める心を起こします。人は誘惑され、心が高揚

した時にだけ、上のものを求めるようになります。高揚し

た気持ちがなくなれば、関心も消えてゆきます。それは

信仰の歩みではありません。

私たちの気持ちはいつも変わります。神は、いつも同じ

であって、曇りの日も晴れの日も変わることがありませ

ん。私たち、浮き沈みの激しい自分の感覚を信じるので

しょうか？それとも、私たちの信仰は決して代わらないお

方にしっかりとつなぎとめられているのでしょうか？

April 2

His heart is fixed, trusting in Jehovah. His heart is
established. - Psalm 112:7,8

From start to finish the Christian experience is a 
journey of faith. Through it we come into possession 
of a new life, and through it we walk by that new life. 
We live by faith and not by joy. Joy is wonderful, but 
it feeds our sensations and lures us into seeking the 
things above only at times of excitement. Should our 
blissful feelings cease, our interest wanes. That is 
not the walk of faith.

Our feelings are always changing. He is the same 
God everyday, be it cloudy or sunny. Are we trusting 
in the up-and-down existence of our feelings, or is 
our faith anchored in the Unchanging One?

4月 3日

こうしてキリストが、あなたがたの信仰によって、あな

たがたの心のうちに住んでいてくださいますように【エ

ペソ 3:17】

キリスト者の人生は、古い時代の神の幕屋の状況と似

ています。外の世界は騒がしく、活気にあふれていまし
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たが、内なる聖域は静寂の場所でした。たくさんの捧げ

物を用意するために、非常に多くのレビ人が必要で、朝

から晩まで、中庭を溢れるほどに埋め尽くしていました。

しかし、至聖所の中には、誰一人もいませんでした。外

庭の幕は、人が外から出入りする度に、始終、開け閉め

されていましたが、最も聖なるものを隠す布は常に静か

に垂れたままで、誰かが入ってきても、微動だにしませ

ん。外側では、騒音と人の動きが儀式の忙しさを物語っ

ていしたが、その一方、内側では喧騒とは無縁の静かな

場所が保たれていました。

キリスト者の人生も

このようなものです。

外側では、途切れる

ことなく、人との接

触がありますが、内

面には、侵されない

領域があります。外

側の忙しさによって、

霊の中にも波風を立

てる必要はないので

す。そして、神の前

にいて、いつも内な

る交わりを持ちなが

ら生きているあなた

は、外に向けて、神

を求めながら、神を

知らない人たちを助

けるための働きに必

要なものを、もう

持っているのです。
April 3

That Christ may dwell in your hearts through faith.
- Ephesians 3:17

The life of the Christian resembles the situation in 
God’s tabernacle of old. There the outer precinct was
a scene of bustling activity, the inner sanctuary a 
place of stillness. A great number of Levites were 
needed to prepare the many offerings and must have
filled the court to overflowing from morning till night; 
but in the Most Holy Place there was not a man to be
found. The screen of the outer court must frequently 
have parted to let people in; but the veil before the 
Holiest hung quite still, undisturbed by the entry of 
anyone. Outside, the din and movement spoke of 
busy ritual service; inside there remained a quiet 
place apart.

Such is the Christian 
life. Without, you may 
be in constant touch 
with people, yet within
be undisturbed. The 
outward busyness 
need provoke no 
ripples in the spirit. 
And since you live 
before God in constant
communion with Him 
inwardly, you have 
what is needed for the 
outward occupation of
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serving men who seek 
and need Him.

4月 4日

それでは、私たちの誇りはどこにあるのでしょうか。

それはすでに取り除かれました【ローマ 3:27】

アブラハムの願いをよく理解するには、まわりの状況を

考えてみることです。国々はみな、神を忘れてしまったの

みならず、偶像崇拝に堕ちていました。全世界は、偽の

神々を拝み、アブラハムの一家も例外ではなかったので

す。アブラハムには、アベル、エノクやノアとは大きな違

いがありました。彼らは気骨のある者で、周辺にいた

人々とはまったく違っていたようです。彼らは、大きなう

ねりの中でしっかりと立ち、流されていくことを断固として

拒みました。しかし、アブラハムはそうではなかったので

す。彼は、周りの人々と、目立った違いはありませんでし

た。彼らは、偶像を拝んでいたでしょうか？アブラハムも

そうだったのです。

神は、しかし、彼を選びました。アブラハムが道徳的に優

れた者だったから、こうして選ばれたと考えるのは、明ら

かに間違っています。選んだ理由は神ご自身にあります。

アブラハムが、周りの人たちと少しでも違うところがあっ

たなら、自分のしてきたことを振り返って、他の者と違っ

ていたことに奢りを持ったかもしれません。しかし、彼は、

他の者たちと変わるところはありませんでした。あなたや

私にとっても同じことで、違いは神の中にあり、人の中で

はありません。ここであなたに訊きます。栄光を受けるべ

きは誰ですか？

April 4

Where then is the glorying? It is excluded. - 
Romans 3:27

We shall best understand the call of Abraham if we 
see it in its proper setting. The nations all around had
not only forgotten God, but were idolaters. The whole
world worshiped false gods, and Abraham’s family 
was no exception. In this Abraham was very different
from Abel, Enoch, and Noah, who seem to have 
been men of backbone, strikingly different from all 
those around them. They stood out against the 
stream and refused to be dragged along by it. Not so
Abraham. He was indistinguishable from those 
around him. Were they idolaters? So was he.

God, however, chose him. It was clearly not in 
Abraham’s moral character that we must seek the 
reason for this choice, but in God Himself. If 

Abraham had not been just the same as all the rest, 
then in looking back he might have prided himself on
his difference. But he was one of them. As with you 
and me, the difference lay in God and not in the 
man. So I ask you: Who should receive the glory?

4月 5日

あなたには、何か、もらったものでないものがあるの

ですか。もしもらったのなら、なぜ、もらっていないか

のように誇るのですか【1コリント 4:7】

主イエス様がろばの子に乗ってエルサレムに入られた時、

群衆は大声で叫びました。ちょっと想像してみましょう。

ホサナという叫び語を聞き、道に敷かれた枝を見たこの

ろばの子が、主の方を振り向いて、こう尋ねたとします、

『みんなが叫んでいるのはあなたに対してですか、それ

とも、私ですか？』、と。または、母ろばの方を向いて、こ

う言ったとしたらどうでしょう、『結局、選ばれたのは僕だ

よ。僕の方があなたより高貴ということになるね。』このろ

ばの子は、自分の背中に乗っているお方が誰か、まった

く分かっていなかったことになります。

神のしもべである、私たちの多くは、ただ愚かなものです。

誰を自分のために用いるかという神の崇高なる選択は、

私たちが信頼できるかということにはまったく関係があり

ません。私たちが見上げるのは、この褒め称えるられる

べきただ一人のお方です。ホサナの叫びは、私たちのた

めではなく、足の下に敷かれているしゅろの木も、もちろ

ん違います。そして、おろかな私たちが、『わたしはあな

たより優れている』と言っても、ある日、真実に目覚め、

自分を深く恥じ入ることになるのです。

April 5

And what host thou that thou didst not receive? 
but if thou didst receive it, why dost thou 
glory . . .? - 1 Corinthians 4:7

When the Lord Jesus entered Jerusalem riding on a 
colt, the crowds shouted in acclamation. Let us 
suppose for a moment that the colt, upon hearing the
cry of hosanna and seeing the branches on the road,
should turn to the Lord and ask, “Is this cry for You or
for me?” or should turn to the ass, its mother, and 
say, “After all, I was the one chosen; so I am nobler 
than you.” It would be evident that the colt did not 
recognize the One who rode upon it.

Many of us who are God’s servants are just as 
foolish. God’s sovereign choice of whom He may use
reflects no credit on us at all. It is He whom we uplift 
who is to be praised. The shouts of hosanna are 
never for us, nor are the palm branches, though we 
should discover them beneath our feet. And as for us
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fools who would say, “I am better than you”—one 
day we shall wake up to the truth and be utterly 
ashamed of ourselves.

4月 6日

世と世の欲は滅び去ります。しかし、神のみこころを

行なう者は、いつまでもながらえます【1ヨハネ 2:17】

この世からの解放は、いらない物をを投げ出すことでは

なく、私たちが神の目で世界を見て、その場所が死の判

決を受けていると知ることによって始まります。そこには

未来はないのです。政府が、ある銀行の閉鎖を決定した

と考えてみましょう。あなたは急いでその銀行に多額の

お金を預金して、倒産から救おうとするでしょうか？まさ

か、１セントもそこに預けようとは思わないでしょう。そこ

には、何の見込みもないと聞いているのですから。そし

て、まさに、この世界についても、先がないと定められて

いるのです。

歴史に残る超大国であったバビロンは、国の強者たちが

子羊に戦いを挑んだ時、そして、自らの死と復活によっ

て、主の主、王の王であられるその方が彼らを倒した時、

陥落しました（黙示録 17:14）。もう、その国に未来はあり
ません。私たちはそれでも、この世界に生き続け、この

世のものを用い続けますが、彼らとともに未来を築くこと

はありません。この世に属するものは、破壊されるという

判決を受けているからです。

April 6

And the world passeth away, and the lust thereof: 
but he that doeth the will of God abideth for ever. 
- 1 John 2:17

Our deliverance from the world begins, not with our 
giving up this or that but with our seeing, as with 
God’s eyes, that it is a world under sentence of 
death. It has no future. Suppose the government 
decides to close a certain bank. Will you hasten to 
deposit into it a large sum of money in order to save 
the bank from collapse? No, not a cent more do you 
pay into it, once you hear that it offers no prospects. 
And we may justly say of the world that it is under a 
decree of closure.

Babylon, an impressive figure of world power, fell 
when her champions made war with the Lamb, and 
when by His death and resurrection He who is Lord 
of lords and King of kings overcame them 
(Revelation 17:14). There is no future for her. We still
go on living in the world and using the things of the 
world, but we can build no future with them, for 
everything belonging to this world is under sentence 
of destruction.

4月 7日

イエスは、彼に言われた。「まことに、あなたに告げま

す。あなたはきょう、わたしとともにパラダイスにいま

す。」【ルカ 23:43】

キリストともに十字架にかけられたこの犯罪人が、主を

信じた後も生き続けたと想像してみましょう。この男が、

十字架から降りて来て、それから数十年ほど生きたとし

たらどうでしょう。そして、さらに、その間、この男がパウ

ロの 10倍もの働きをし、彼の愛はヨハネの 10倍も大き
く育ち、また、ペテロよりも 10倍の人々をキリストのもと
に引きよせたと考えてみましょう。

その後で彼が天国に行った場合と、十字架にかけられ

た日に天国に行ったのと、何か違いがあるでしょうか？

それだけ何年も生きた後なのだから、天国でより、価値

ある者とみなされていたでしょうか？

神の恵みを味わったものなら誰でも分かるはずです。あ

の日、すぐに天国に入った場合と比べても、彼は少しも

高い位置に据えられることはなかったでしょう。天国に入

るための資格はキリストの、『完了した』という言葉に見

いだされます。主のあがないの御業に何かを付け加える

ことなど、誰にもできないのです。

April 7

And he said unto him, Verily I say unto thee, 
Today shalt thou be with me in Paradise. - Luke 
23:43

Suppose that this malefactor who was crucified with 
Christ had lived on after he had believed in the Lord. 
Suppose he had come down from the cross and 
lived for several decades more. Let us further 
suppose that during those years his work had been 
ten times more than that of Paul, that his love had 
grown ten times more than John’s, and that he had 
brought ten times more people to Christ than Peter 
did.

Would it have made any difference if he had gone to 
heaven then, rather than on the day on which he was
crucified? Would he have been any worthier of his 
place there after all those years?

All who have tasted the grace of God know that he 
would not have been one whit worthier than when he
entered Paradise on that first day. Qualification for 
heaven is founded on Christ’s “It is finished.” No one 
can add anything to His work of redemption.
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4月 8日

私の宝物倉の中で彼らに見せなかった物は一つもあ

りません【イザヤ 39:4】

ヒゼキアは歴史ある小国の、大変に豊かな王様でした。

バビロンの王は、当時、のし上がってきた強大国の支配

者でした。ヒゼキアが病気から奇跡的に回復したときに、

彼が大いに祝福したのは、こうしてみると、ただのご機嫌

取りだったとしか思えません。ヒゼキアは、彼らのおかげ

で、自分の名声が高まり、立派な人たち交流をもてたと

感じていました。こうして彼の虚栄心がくすぐられ、自分

自身を裏切って、宝物を見せるというおろかなことをして

しまったのです。

彼のように、自分に注目が集まると、人は誰でも舞い上

がってしまいがちで、それは相手が人でも神でも同じこと

です。自分が助けに入ったおかげで、誰かの魂が救わ

れ、癒されたとき、また、自分の言葉で誰かが助けられ

ると、私たちはいい気分になって、神の聖なる宝物を人

の前に広げ、見せびらかし始めます。しかし、神は、間髪

をいれず、預言者を通して、ヒゼキアに明言しました。そ

のようなことをすれば、自分が損失を受けるだけであると。

神の前に静まるだけでなく、恵みを求めましょう。

April 8

There is nothing among my treasures that I have 
not showed them. - Isaiah 39:4

Hezekiah was the prosperous king of a historic little 
country. The king of Babylon was the ruler of a 
growing powerful one. His congratulations to 
Hezekiah on the occasion of the latter’s miraculous 
recovery from illness seemed thus genuinely 
flattering. Hezekiah felt his stature enhanced by 
them: he was mixing with the great ones. Because 
his vanity had been thus boosted, he betrayed 
himself into a foolish exposure of all his treasures.

Like him, we are all too ready to be glad when 
attention is paid to us, whether by men or by God. If 
one soul is saved or healed when we are involved, or
if people are helped by something we have said, 
then we are flattered and begin to expose the sacred
treasures of God by recounting them to others. But 
God, through His prophet, soon made it clear to 
Hezekiah that such behavior leads only to loss. Let 
us seek grace, rather, to be silent before Him.

4月 9日

義をもって人を治める者、神を恐れて治める者…【2

サムエル 23:3】

ダビデは聖書の中で、良く、『ダビデ王』と呼ばれていま

す。これは、ただの肩書きでなく、霊においても、彼が真

の王だったことの表れです。ダビデは、心において王

だったのです。巨人がイスラエルを危機に陥れたとき、

サウルは、他の全国民と同じように、震え上がりました。

ダビデだけが恐れなかったのです。王の心に恐怖はな

いのです。

ああ、しかし、ダビデは神を怖れました。サウルは妬みか

ら、彼を迫害し、国から追放されるように仕向けました。

それから、少なくとも 2回にわたって、ダビデはサウルを
見つけ、なんなく殺す機会がありました。それにもかかわ

らず、神からの命令がなかったため、彼は自分を抑圧し

たこの相手に指一本触れませんでした。自分の霊を制

御できないものは王ではありません。真の王は、どのよ

うな状況であっても、すべての場所を支配するのです。

April 9

One that ruleth over men righteously, that ruleth 
in the fear of God... - 2 Samuel 23:3

David is so often called in Scripture “King David” 
because he was a true king in spirit as well as in title.
He was a king at heart. When a giant threatened 
Israel, Saul trembled and so did all the people. Only 
David was unafraid. There is no fear in the heart of a
king.

Ah, but David feared God. Saul became envious and
persecuted him, driving him into exile. Then, on at 
least two occasions, David found Saul at his mercy 
and had the opportunity of killing him. Nevertheless, 
without a command from God he would not lift a 
finger against his oppressor. Whoever cannot control
his own spirit is no king. A true king is a king under 
all circumstances; he reigns everywhere.

4月 10日

七つの燭台は七つの教会である【黙示録 1:20】

黙示録の 2章と 3章には、人の子が燭台の間を動き回
り、それぞれの責任をご自身で、明らかにされるさまが

示されています。私たちの目は、主の視線を追いながら、

教会の多くの問題点を見い出してゆきます。しかし、ヨハ

ネは、よい教会と悪い教会の間の違いを、どこにも示し

ていないことに、私たちは気づいたでしょうか？彼らの不

完全なところについて、ヨハネは主ご自身が見るままに

書いています。すなわち、彼らは『七つの燭台』、すべて

金でできた 7つのろうそく立てであると。
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神が人間を通じてされることの中で、永遠なのは何で

しょう？10年とか 20年の話しをしているのではありませ
ん。神が目を留められたものの中で、決して変わること

のない神ご自身が、決して捨てないものは何でしょう

か？本物の真珠を身に着けることのできない人は、ビー

ズ玉を買って、それを真珠の代わりと考えます。しかし、

本物の真珠を持っている人にとって、偽物の真珠などと

いうものはあり得ません。そこには、本物の真珠と偽物

の真珠などというものはなく、ただ真珠があるだけなので

す。

April 10

The seven golden lampstands [margin] are seven
churches. - Revelation 1:20

In Revelation 2 and 3, we are shown the Son of Man 
moving among the lampstands and affirming the 
individual responsibility of each to Himself. Our eyes,
following His, readily detect the many failures in the 
churches; but has it occurred to us that John 
nowhere distinguishes between the churches that 
are right and the churches that are wrong? For all 
their faultiness, he writes of them as the Lord himself
still sees them: namely, as “seven golden 
lampstands,” seven candlesticks all of gold.

What God is doing through men is eternal—not just 
something for ten or twenty years. What God has in 
view He will never abandon, for the very good 
reason that He Himself never changes. A person 
who cannot afford to wear true pearls buys paste 
beads and thinks of them as imitation pearls. But to 
the one who has real pearls there is no such thing as
imitation pearls. To her there are not real pearls and 
false pearls; there are only pearls.

4月 11日

彼女はその子をモーセと名づけた。彼女は、「水の中

から、私がこの子を引き出したのです。」と言ったから

である【出エジプト記 2:10】

モーセが水の中から引き上げられなかったなら、イスラ

エルは奴隷のままでいたかもしれません。モーセがナイ

ル川で死から逃れたからこそ、イスラエルの民のエジプ

トからの脱出が可能となったのです。束縛から解き放た

れたことで、エジプトに勝利し、彼は神に用いられる器と

なって、民をエジプトの王から解き放ちました。

この中で、もちろん、彼は、私たちの購い主、キリストの

すばらしい象徴です。そのお方は進んでご自分を私たち

に示した上で、私たちとひとつになってくださり、それでも

なお、サタンにもこの世にも縛られることを知らないお方

です。主が死を克服されたことで、私たちが束縛から逃

れることも可能とされました。そして、主こそが、神が供

えられた宝へと連なる私たちの旅路を導いてくれるお方

です。

April 11

And she called his name Moses, and said, 
Because I drew him out of the water. - Exodus 
2:10

Had Moses not been drawn out of the water, Israel 
might have remained in bondage. It was his exodus 
from death in the Nile which made possible Israel’s 
exodus from Egypt. Triumphant over Egypt because 
never in its bondage, he became God’s instrument 
for delivering his people from Egypt’s king.

In this, of course, he is a wonderful figure of Christ 
our Redeemer, who voluntarily identified Himself with
us to the extent of becoming one of us, and yet 
never knew bondage to Satan or the world. By His 
exodus from death he has made possible our exodus
from bondage. And it is He who leads us on in our 
pilgrim way to God’s prepared inheritance.

4月 12日

キリストから受けた注ぎの油があなたがたのうちにと

どまっています。彼の油がすべてのことについてあな

たがたを教えるように【1ヨハネ 2:27】

聖霊による注ぎの油は、キリストにあるすべての赤子へ

の神からの贈り物です。私たちがキリストをかしらとして

受けたとき、私たちは注ぎの油を受けました。注ぎの油

を受けていなければ、それは、まだ主とひとつになってい

ないことを意味します。

ヨハネは、この注ぎの油は、内的なものであって、それに

よってキリストにある赤子に対してさえ、『すべてのことに

ついて』聖書の教えを伝えることを示したのです。ここで

分かるのは、神の子の人生がいかに分かり易いもので

あるかということです。多くを訊ねる必要はないのです。

聖霊の目的はいのちと平和ですが、それでも、注ぎの油

に対して素直に従わなければ、すぐに主との関係が悪く

なります。それは感覚や比較の問題ではではなく、神に

こう問いかけることです、『聖霊はいのちを証しします

か？この一歩を踏み出せば、聖霊は父が心から喜んで

くれると約束してくれますか？』安全であることを確かめ

るには、こうする以外にないのです。

April 12

The anointing which ye received of him abideth in
you ... his anointing teacheth you concerning all 
things. - 1 John 2:27
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The anointing of the Spirit is God’s gift to every babe 
in Christ. When we received Christ as Head, we 
received the anointing—indeed the absence of it 
would be serious evidence that we were not yet 
united to Him.

John shows us this anointing as an inward thing, 
conveying even to those babes in Christ the teaching
of the Scriptures “concerning all things.” Herein lies 
the simplicity of the life of God’s children. There is no
need for so much questioning. Disobedience to the 
anointing will very soon give us a bad time with the 
Lord, whereas the mind of the Spirit is life and 
peace. It is not a question of feeling or comparison, 
but of an inquiry Godward: “Does the Spirit witness 
life? Does He assure me of the Father’s good 
pleasure in this step?” That is the only safe test.

4月 13日

あなたがたは、私たちとともに死に、ともに生きるた

めに、私たちの心のうちにあるのです【2コリント 7:3】

パウロは、自身が書いた言葉のなかに、その全存在が

含まれている者でした。彼がコリントで直面した道徳的な

危機にあたっては、彼は急いで手紙を書くだけでは対処

できなかったのです。彼が書いたのは、心から絞り出さ

れる痛みと涙でした。彼は、意味の分からない言語で話

したり、言葉が入ってきては、心の中の思いを変えること

もなく、出てゆくような者ではなかったのです。

私たちの神のための働きには、必ず人間的な要素があ

り、それは人に助言を与えるときも、御言葉を述べ伝え

るときも変わりません。私たちの与える助言や、述べ伝

える言葉が、私たちの心に真の喜びや、真の苦悩をもた

らすことがなければ、口述録音機と大した違いはないの

かもしれません。すなわち、初めにすべての言葉を語ら

れるままに録音して、それを一字一句、再生するに過ぎ

ないのです。神が喜んで、使いとして用いられるのは、ど

こにでもいながら、繊細な感覚を持った男や女なのです。

April 13

Ye are in our hearts to die together and live 
together. - 2 Corinthians 7:3

Paul was one whose whole being could be involved 
in the words he wrote. In a moral crisis such as the 
one he had to deal with at Corinth he could not just 
dash off a letter. What he wrote was wrung out of his 
heart through pain and tears. He was not like one 
who speaks with an unknown tongue, with words 
coming in and going out without so much as touching
the thoughts of his heart.

There will always be a human element in our work 
for God, whether it be counseling or the preaching of
the Word. Unless the counsel we give or the word 
we preach is capable of causing us real joy or real 
anguish of heart, we might as well be dictating 
machines, first recording every word faithfully and 
then playing it back verbatim. No, God delights to 
use ordinary, sensitive men and women as His 
messengers.

4月 14日

そこで、兄弟たち。あなたがたの中から、御霊と知恵

とに満ちた、評判の良い人たち七人を選びなさい。私

たちはその人たちをこの仕事に当たらせることにしま

す【使徒 6:3】

この状況は偶発的に生まれたものでしたが、これにより、

教会が貧しい聖人に対する救済を進めることにつながり

ました。こうして社会に対する奉仕を急いで推し進めた

時は、間違いなく神に祝福されていましたが、それは一

時的な性質であるべきものでした。あなたはこんなふう

に叫ぶでしょうか、『それをもって続いてくれたら良かった

のに』？そんなふうに言うのは神を知らない者だけでしょ

う。このような救済の手立てが、いつまでも続けられてい

たとしたら、彼らに働きかけていた霊的な影響が取り除

かれた瞬間に、間違いなく、自己の利益を求める方向に

舵を切っていたことでしょう。それは避けられないことでし

た。

物質的なものが、霊に制御されているとき、人は与えら

れた役割を果たすことができます。その制限から解き放

たれると、すぐにこの世的な標準と目的に引き寄せられ

ます。神の教会はしかし、これとは違います。役割を果た

し続けるために、神のいのちにより頼むことをいつまでも

やめません。

April 14

Look ye out therefore, brethren, from among you 
seven men of good report, full of the Spirit and of 
wisdom, whom we may appoint over this 
business. - Acts 6:3

The occasion was a contingency which led the 
Church to institute relief for the poorer saints. That 
urgent institution of social service was clearly 
blessed of God, but it was of a temporary nature. Do 
you exclaim, “How good if it had continued”? Only 
one who does not know God would say that. Had 
those relief measures been prolonged indefinitely, 
they would certainly have veered in the direction of 
selfish interests, once the spiritual influence at work 
at their inception was removed. It would have been 
inevitable.
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When material things are under spiritual control, they
fulfill their subordinate role. Released from that 
restraint, they quickly gravitate toward worldly 
standards and goals. The Church of God, however, 
is different. She never ceases to be dependent on 
the life of God for her maintenance.

4月 15日

わたしは、彼らのため、わたし自身を聖め別ちます。

彼ら自身も真理によって聖め別たれるためです【ヨハ

ネ 17:19】

罪のない神の子として、イエス様は、地上に住む人間を、

はるかに超える自由を享受しました。あまりに欠陥と穢

れに満ちているために、人間には行ったり、言ったりして

はならないことがたくさんあります。しかし、主にはそのよ

うなことはありません。それでも、主は完璧なお方であら

れながら、多くのことを意図的に、避けられました。主に

とってまったく正当なことであったのですが、それでも、

話しても差し支えのない多くを話すことを避け、また、とっ

て当然の態度をあえて取りませんでした。主がご自身を

『聖め別つ』目的で、ごく当たり前のことを、弟子たちのた

めに敢えて行わなかったこともありました。

これが意味するのは、神聖さが目的である時、主イエス

様はご自身の神聖さだけを考えず、私たちのことも考え

ておられることです。私たちのために、主は制限を受け

入れました。神聖さの反対は、罪ではなく、普通さです。

普通であるとはこういうことです、『私は誰にとっても当た

り前のことをする。』神聖であるとは、『他の人は別のこと

をするかもしれないが、少なくともこの状況では、自分は

そうはしない』と考えることです。私たち自身を聖め分か

つとき、私たちの霊に神からの制限を受け入れることに

なります。主イエス様と同じように、これが人のためにな

ることがよくあるのです。

April 15

And for their sakes I sanctify myself, that they 
themselves also may be sanctified in truth. - John
17:19

As the sinless Son of God, Jesus enjoyed a freedom 
far exceeding any we have on earth. There is much 
that we may not do or say because we are so full of 
defects and defilement, but that was never true of 
Him. And yet, notwithstanding his faultlessness, he 
deliberately refrained from doing many things which, 
for him, would have been quite legitimate, from 
speaking many words which He might lawfuly have 
spoken, and from taking many attitudes which He 
could justifiably have taken. These were some of the 
ways in which He “sanctified” Himself, refraining from

much that was lawful for His disciples’ sake.

What it means is that when holiness was in view, the 
Lord Jesus thought not merely of His own holiness, 
but of ours. For our sakes He accepted limitations. 
The opposite of holiness is not sin but commonness. 
Commonness means: I do what is common practice 
to everyone. Holiness means: others may do 
something, but, in this instance at least, I may not. To
sanctify ourselves is to accept restraint from God 
upon our spirits. As with the Lord Jesus, this may 
often be for the sake of others.

4月 16日

イスラエルの子らの数にしたがって、国々の民の境を

決められた【申命記 32:8】

中国が強かった時代には、福音が広がる機会はありま

せんでした。その後、何百年に渡って、国家がもっとも弱

体化した時代がありました。神の知恵がご自身の教会を

立てるために、このように定められました。神は、中国人

がキリストに出会えるようにと扉を開け放してくださった

のです。世界の国と歴史について考えるとき、必ず問い

かけてみるべき質問があります、神の教会はそれによっ

てどう影響されたのだろう？この世界の国家のことで祈

るときは、いつもここに向かうべきです。どちらか片方に

味方するためでなく、政治や戦争のためでもなく、神の

御心のためです。

すべての歴史が主の証しに関わっているのですから、私

たちもどのように祈るかを考えるべきです。イギリス人に

とってもドイツ人にとっても、中国人にも日本人にも、とも

にひざまずき、ともに祈り、みなでアーメンと唱えることは

可能なはずです。私たちが神に求めるのは、神の御子

の証しを広めるために役立つ出来事が、続けて起こるこ

とです。

April 16

He set the bounds of the peoples according to the
number of the children of Israel. - Deuteronomy 
32:8

In the centuries when China was strong, there was 
no opportunity for the progress of the gospel. Then 
came a period of a hundred years when she was at 
her weakest. God in wisdom ordained this for the 
building of His Church. He was holding a door open 
for Chinese to find Christ. In relation to earthly 
nations and events, the supreme question to ask 
ourselves is always, how is the Church of God 
affected? This should be the direction of all our 
prayers with regard to world governments—not for or
against one side or another, in politics or war, but for 
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the will of God.

If all history is in relation to the Lord’s testimony, then
we must know how to pray. It must be possible for 
British and German, Chinese and Japanese 
Christians to kneel together and pray together, and 
all say Amen. Our one appeal to God must be for a 
march of events that is of advantage to the testimony
of His Son.

4月 17日

弟子たちは、アンテオケで初めて、キリスト者と呼ば

れるようになった【使徒 11:26】

聖書では、キリスト者という言葉が使われます。それは、

『キリストの人』とか、『キリストの者』を意味していますが、

決して、『イエスの人』とは言いません。イエスとは個人

の名前であり、キリストが個人名でありながら、もっと多く

を含む名前であるのと違います。キリスト者は、キリスト

の一部であり、キリストをかしらとする体の各部分です

（第 1コリント 12:12）。私たちにとって、自分をキリスト者
とよぶことは喜びです。

イエスの名前は基本的には、この地上におられたときの

人の子に対して使われるものです。イエス様がこの世に

おられたときは、ご自身がすべての人よりも、その徳と美

において際立っていることを現されました。人の子として

の主には、誰ひとり、近づくことも、ひとつになることもで

きませんでした。しかし、イエス様の名前には、『救い主』

という意味もあります。主は、私たちを罪から救うために、

降りてこられたのです。私たちが救い主としての主とは

決してひとつにはなれないのに対し、その死と復活に

よって、高く上げられて御座におられるキリストとしての

ご自身とひとつになれるよう、私たちを引き上げてくださ

いました。

April 17

The disciples were called Christians first in 
Antioch. - Acts 11:26

The Bible uses the name Christian, meaning “Christ-
man” or “Christ’s one,” but never does it say “Jesus-
man.” Jesus is a personal name, whereas Christ is a 
name that is inclusive as well as personal. The 
Christian is a part of Christ, a member of the Body of
which He is Head (1 Corinthians 12:12). We rejoice 
to call ourselves Christians.

The name Jesus applies essentially to the Son of 
Man in His experience on earth. While Jesus lived 
here on earth, He revealed Himself as unique among
all men in virtue and beauty. None could approach 
Him and none could be united with Him as Son of 

Man. But the meaning of the name Jesus is also 
“savior.” He comes down to us to save us from our 
sins, and while we can never unite with Him in His 
saviorhood, by death and resurrection He has lifted 
us up to union with Himself as the exalted Christ on 
the throne.

4月 18日

しかし、レビ人の祭司たちは、わたしに近づいてわた

しに仕えることができる【エゼキエル 44:15】

真に主に仕える者として満たすべき基本的な条件は、私

たちが主に近づくことです。主は、私たちの礼拝を求め

ておられます。しかし、自分を主の臨在に近づけるのは

なんと難しいことでしょう！私たちは疎外されることを怖

れるあまり、外界から物理的には自分自身を引き離して

も、なお、気持ちはそこに戻ってしまうことに気付きます。

多くの者は、外の広場にいて、人の中で働くことを喜びま

すが、聖所におられる神に近づくための時間を作る者が

どれだけいるでしょうか？主の臨在の中にきて、主に仕

えるには、大きな決断をしなければいけませんし、自分

自身に厳しくすることも求められます。しかし、率直に言

わせてください。遠く離れたところに立ったままで、主に

仕えることは不可能です。離れたところから神に奉仕す

ることはできません。外の広場では、人々に接近するの

は間違っていません。聖所の中では、主に近づくのです。

もっと近くに行ってください。それはあなたに与えられた

特権なのです。

April 18

But the priests the Levites ... shall come near to 
me to minister unto me. - Ezekiel 44:15

One condition basic to all that can truly be called 
ministry to the Lord is that we draw near to Him. He 
desires our worship; yet how hard we find it to drag 
ourselves into His presence! We shrink from the 
solitude, and even when we do detach ourselves 
physically from outside things, we find our thoughts 
wandering back to them.

Many of us can enjoy working among people in the 
outer court, but how many of us give time to draw 
near to God in the Holy Place? To come into His 
presence and wait upon Him demands all the 
determination we possess, and even means that we 
may have to be violent with ourselves. But let me be 
very frank with you: it is impossible to stand afar off 
and yet minister to Him. You cannot serve God from 
a distance. In the outer court, quite rightly, you 
approach people; in the Holy Place you approach the
Lord. Come nearer. It is your privilege.
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4月 19日

キリストは死者の中からよみがえって、もはや死ぬこ

とはなく、死はもはやキリストを支配しないことを、私

たちは知っています【ローマ 6:9】

主イエス様の復活は、聖書で述べられている他の人の

復活とは違うものです。例えば、ラザロを墓穴から呼び

出すとき、イエス様はただ彼を、生き返らせて、この世に

戻しただけでした。ラザロは、死に装束に巻かれたまま

で、それを解かれるまで自分で歩くことすらできなかった

のです。

ペテロとヨハネがイエス様の置かれた墓まで走ってゆき、

中に入ったとき、体に巻かれていた亜麻布だけが地面に

落ちていて、中に死体はなかったのです。ラザロと異なり、

主イエス様は何に縛られることもなく、彼らの間を通り抜

けました。もはや、主を制限するものは、何ひとつありま

せんでした。復活されるまで、主も人間としての制約を受

けていました。その後は、まったく何の制限もなくなりまし

た。死は、主を捕えたままにしておくことはできなかった

し、それをできるものは何もないのです。

April 19

Christ being raised from the dead dieth no more; 
death no more bath dominion over him. - Romans
6:9

The resurrection of the Lord Jesus is different from 
the resurrection of other people mentioned in the 
Bible. For example, in calling Lazarus out of the 
grave Jesus merely returned him to the life-situation 
he had just left. He was even still bound with grave-
clothes, and until loosened from them could not walk 
freely.

When Peter and John ran to the tomb of Jesus and 
entered in, they saw the wound grave-clothes lying 
empty with no body inside. Unlike Lazarus, the Lord 
Jesus had passed out through them unbound. 
Nothing, absolutely nothing, could restrict Him any 
more. Before His resurrection, He too was subject to 
human limitations; after it, He knew no restriction at 
all. Death could not hold Him, and now nothing 
would.

4月 20日

イエス・キリストは、きのうもきょうも、いつまでも、同じ

です【ヘブル 13:8】

霊的な現実には驚くべき性質があります。すなわち、そ

こでは、時間の区切りがないのです。時間の制約は、そ

の現実に触れた瞬間に消え去ります。例として、預言を

とってみましょう。人間的な見方からすると、いわゆる預

言というものがありますが、神の視点から見た場合、そ

んなものは存在しません。

私たちの主は、ご自身が最初であり、最後である、また、

アルファであり、オメガであると言われます。しかし、覚え

ておいてください、主は同時にその両方であられるので

す。主は、ある時には最初で、別の時には最後なのでは

ありません。主は同時に最初であり、最後であられます。

また、当面の間、アルファであった後に、オメガになるの

でもありません。主は、永遠から永遠に至るまで、アル

ファであり、オメガなのです。もちろん、人間の目には、

主が完全に姿を見せられるまでオメガとはなりません。し

かし、神の目には、主は今、すでにオメガです。私にとっ

て、昨日の『私』は今日の『私』とは違うし、明日の『私』は

更に違っています。しかし、イエス・キリストが、『私は』と

言われるとき、それは永遠にその通りなのです。

April 20

Jesus Christ is the same yesterday and today, 
yea and forever. - Hebrews 13:8

Spiritual reality has this outstanding characteristic, 
that it bears no mark of time. The time-factor 
vanishes the instant you touch that reality. Take, for 
example, prophecy. From the human point of view 
there is such a thing as prophecy, but from the divine
point of view no such thing exists.

Our Lord says that He is the First and the Last, the 
Alpha and Omega; but remember, He is both 
together, both at once. It is not true that at one time 
He is First and at another time He is Last; He is the 
First and Last simultaneously. Nor is it that having for
a while been Alpha, He later on becomes Omega; 
He is Alpha and Omega from eternity to eternity. Of 
course in the sight of men He is not Omega until He 
is so manifested, but in the sight of God He is 
Omega now. With me the “I” of yesterday differs from
the “I” of today, and the “I” of tomorrow differs still 
further; but Jesus Christ is the eternal “I AM.”

4月 21日

あなたがたの力を主が喜ばれるからだ【ネヘミヤ

8:10】

最悪の生き方とは、何かに反応するだけの人生です。私

たちは常に、人や環境に影響を受けます。私たちが話し

て、相手がその言葉に暖かく返してくれた時、私たちは

喜びに満たされます。しかし、話したことを、期待通りに

受け取ってくれなかったときは、逆の反応を示します。こ
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のように簡単に相手に影響される人は、いつも気分が浮

き沈みしています。誤解しないでください。心に何かを深

く感じるのは当たり前のことですが、その感覚に支配さ

れる者は、神の力を失ってしまいます。

私たちが喜びを失うとき、力は少しずつ消えてゆきます。

主イエス様がこの地上におられた時、ご自身に与えられ

た使命を、うまく果たすことができたからといって、喜ば

れたことはありません。主の喜びは、地上の何から来る

ことはなく、父の御心を確実に成し遂げることにだけあっ

たのです。それこそが、『ご自分の前に置かれた喜び』で

した。神に感謝しましょう。なぜなら、私たちはイエス様の

真似をしようと試みる必要はなく、ただ、目を主の目的に

向けていればよいのです。主の喜びは聖霊によって私た

ちのものとなりました。

April 21

The joy of Jehovah is your strength. - Nehemiah 
8:10

The worst kind of life to live is the life of reactions, in 
which we are all the time affected by persons or 
circumstances. When we speak and somebody 
responds warmly to our words, we are full of joy; but 
we are the very opposite when our message is not 
well received. Being thus easily affected will 
inevitably produce an up-and-down experience. 
Don’t mistake me—it is natural to feel things deeply, 
but he who is governed by such feelings will always 
be lacking in divine strength.

It is when we lose our joy that our strength seeps 
away. The joy of the Lord Jesus when He was here 
on earth never rested on the seeming success of His
mission. It was not in fact attributable to anything 
outward, but only to His steadfast pursuit of the will 
of the Father—“the joy that was set before Him.” 
Thank God that we do not have to try to copy Jesus, 
but only to keep our eyes on His goal. His joy is ours 
by the Holy Spirit.

4月 22日

わたしがこれらのことをあなたがたに話したのは、わ

たしの喜びがあなたがたのうちにあり、あなたがたの

喜びが満たされるためです【ヨハネ 15:11】

ウォッチマン･ニーの最後の手紙。1972年 4月 22日付
け。69年の生涯で、20年間収監された後、死の直前に
書かれたもの。

『私の健康状態のことはご存知でしょう。慢性の病気で、

もうずっと患ったままです。発作に襲われた時は、痛み

があります。普段は表に現れなくても、消えるわけでは

ありません。発作が起こるかどうかの違いだけです。治

ることなど、絶対にありません。夏になると、肌の色が多

少は濃くなりますが、病が癒えることはありません。それ

でも、私の中にはいつも喜びがあります。

どうか、心配しないでください。あなたもご自身のことを

大切にされ、喜びで満たされていますように！お幸せを

祈りつつ。』

April 22

These things have I spoken unto you, that my joy 
may be in you, and that your joy may be made 
full. - John 15:11

From Watchman Nee’s last letter, dated April 22, 
1972, in his sixty-ninth year, after twenty years in 
confinement and shortly before his death:

“You know my physical condition. It is a chronic 
illness—it is always with me. When it strikes, it 
causes pain. Even if it should be dormant, it is 
nonetheless there. The difference is whether it 
strikes or not. Recovery is out of the question. In 
summer the sun can add some color to my skin, but 
it cannot cure my illness. But I maintain the joy in 
me.

Please don’t be anxious. I hope you will also take 
good care of yourself, and be filled with joy! All the 
best to you.”

4月 23日

この人々は、…肉の欲求や人の意欲によってでもな

く、ただ、神によって生まれたのである【ヨハネ 1:13】

創世記 1章にくり返し現れる、『その種類にしたがって』
という言い回しは、野生生物の世界全体を支配する再生

産の法則を表しています。しかし、同じ法則が、霊の王

国を支配することはありません。世代から世代に渡って、

人間の親は自分と似たような子供を設けるてゆきますが、

確かなことがひとつあります。キリスト者が、キリスト者を

生むことはできません！両親ともキリスト者であった場

合でさえ、その間にできた子供が、生まれたときからキリ

スト者であることはないのです。第一の世代であったもそ

れは同じことです。

肉から生まれたものは肉であり、霊から生まれたものは

霊です。一人ひとりに対して神が新たに働きかけてくださ

らなければ、人が真に神の子供となることはありません。

April 23

Who were born not . . . of the will of the flesh, nor 
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of the will of man, but of God. - John 1:13

The recurring phrase “after its kind” in Genesis 1 
represents a law of reproduction that governs the 
whole realm of biological nature. It does not, 
however, govern the realm of the Spirit. For 
generation after generation, human parents can 
beget children after their kind, but one thing is 
certain: Christians cannot beget Christians! Not even
when both parents are Christians will the children 
born to them automatically be Christians, no, not 
even in the first generation.

That which is born of the flesh is flesh, and that 
which is born of the Spirit is spirit. It will take a fresh 
act of God every time to produce someone who is 
truly a child of His.

4月 24日

あなたの父と母を敬え。これは第一の戒めであり、約

束を伴ったものです【エペソ 6:2】

私が大学の新入生だったころ、休み中に海賊の出没に

悩まされているある島に行って、福音を伝えるように、神

に示されました。その島に行くと、島民たちは教えを聞き

たがっており、いろいろと苦労はしましたが、家を借りる

ことができました。この間、両親は何も言いませんでした

が、出かける五日前になって、突然、、私の前に現れ、

行かないように命じたのです。どうすればいいのでしょ

う？神の意思は私の心の中で燃えています。しかし、神

を怖れる者である両親が『行くな』と言うのです。私はま

だ学生でした。私は神の光を求め、心には深い傷を負い

ながらも、両親に従うのが正しいことだと感じました。

神の時が来て、その島への道が開かれ、多くの魂を獲

得するという神の御心が、すばらしく実現されました。こ

の経験から、私は大切なことを学びました。神の言葉に

書かれていることは、決してないがしろにしてはならず、

従わなくてはいけないと言うことです。

April 24

Honor thy father and mother (which is the first 
commandment with promise). - Ephesians 6:2

When I was a young man at college, God showed 
me I was to go on my vacation to an island which 
was infested with pirates, to preach the gospel. I 
visited the island and found the people willing, and 
after much difficulty I rented a house there. All this 
time my parents had said nothing and then, five days
before I was to go, they suddenly stepped in and 
forbade it! What was I to do? The will of God was 
burning in my heart, but my parents, God-fearing 
folk, said “No.” I was still a student. I sought light 

from God and felt it right to submit to my parents, 
though deeply wounded.

In God’s time the way to that island was opened, and
His will that souls should be won there came 
wonderfully to pass. But this experience had taught 
me an important lesson. If a thing is written in the 
Word of God, we dare not cast it aside—we have to 
submit.

4月 25日

聞く耳と、見る目とは、二つとも主が造られたもの【箴

言 20:12】

ああ、キリスト者の中によい聞き手は本当にわずかしか

いません！聞く耳を持とうと思えば、自分の感情を徹底

的に抑えなくてはいけません。私たちの耳には聞く訓練

が必要です。自分が相手に伝えたいことの方がずっと大

事だと思い込むあまり、人の言うことにまったく注意を払

わないことは良くあります。聞いている間も、割り込んで

話し手の立場を取り戻す機会を狙っているだけなのです。

そのときは、相手も良い聞き手の役割を素直に受け入

れるはずと決め付けています！

これは些細なことだと考えではいけません。もし私たちが

聞くことを学び、相手の気持ちを思いながら聞くことがな

ければ、たとえ有名な説教者や聖書解説者になろうと、

実生活の困難と向かい合っている人を助けることはでき

ないのです。耳を傾ける使うことを学ぶには、口を開くこ

とを学ぶよりずっと多くの時間が必要です。

April 25

The hearing ear, and the seeing eye, Jehovah 
hath made even both of them. - Proverbs 20:12

Alas, very few Christians are good listeners! We 
shall have to take ourselves rigorously in hand if we 
are to acquire hearing ears. Our ears must be 
trained to listen. It is possible to pay scant attention 
to what people say to us, because we are so 
impressed with the importance of what we wish to 
communicate to them. We are just waiting for an 
opportunity to break in and take up the role of 
speaker again, assuming, naturally, that they will 
meekly accept the role of good listeners!

Let us not consider this a trifling matter. If we do not 
learn to listen, and listen understandingly, although 
we may become prominent preachers or Bible 
expositors, we shall be useless at helping people to 
deal with their practical difficulties. There are far 
more times when we need to learn to use our ears 
than to open our mouths.
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4月 26日

私たちは、与えられた恵みに従って、異なった賜物を

持っているので、もしそれが…奉仕であれば奉仕しな

さい【ローマ 12:6,7】

神から呼びかけは個別のものです。しかも、その対象は

いつも明確で、ただやみくもに、漠然と呼びかけることは

決してありません。ここで言いたいのは、神があなたや

私に何か使命を与えるとき、それはただ、ご自身への奉

仕をさせておくだけでなく、私たち一人一人を通して、ご

自身の目的を成すために決められた何かを行わせるた

めなのです。もちろん、『行って、あらゆる国の人々を弟

子とする』という主の教会のための共通した仕事もあるこ

とは確かです。しかし、どの一人に対しても、神から与え

られた責任は、個人的な信頼を示すものであり、常にそ

うでなくてはなりません。

このことから分かるように、神は仕える者の誰一人に対

しても完全に同じ使命を与えることはなく、また、完全に

同じ方法で人を育てることもありません。すべての御業

をつかさどる主として、あらゆるかたちの定の訓練や懲

罰を用いる権利を神は持っておられ、そして、しばしば、

そこに苦しみという形の試み加えることもあります。これ

は主が使われる道具です。神は、ご自身があなたに対し

てされていることをはっきり理解しておられます。

April 26

And having gifts differing according to the grace 
that was given to us . . . let us give ourselves to 
our ministry. - Romans 12:6, 7

The calling of God is a distinctive calling. Moreover, 
its object is always precise, never merely haphazard 
or undefined. By this I mean that when God commits 
to you or to me a ministry He does so, not merely to 
occupy us in his service, but always to accomplish 
through each of us something definite toward the 
attaining of His goal. It is of course true that there is 
a general commission to His Church to “make 
disciples of all the nations”; but to any one of us, 
God’s charge represents, and must always 
represent, a personal trust.

It follows from this that since God does not call each 
of His servants to precisely identical tasks, neither 
does He use precisely identical means for their 
preparation. As the Lord of all operations, God 
retains the right to use particular forms of discipline 
or training and often, too, the added test of suffering, 
as means to His end. God understands clearly what 
He is doing with you.

4月 27日

どうか、私たちのうちに働く力によって、私たちの願う

ところ、思うところのすべてを越えて豊かに施すこと

のできる方に…【エペソ 3:20】

神の栄光は世々にわたって、とこしえまで、『教会により、

またキリスト・イエスにより（21節）』あるものです。しかし、
今、神の栄光は、そのすべてを越えて豊かに施すにあ

たって、教会の力に頼るようになっています。それは私た

ちのうちに働く力によって計られるからです。

故に、主の人々は神の力が通る門です。神が成したいと

思われている働きも、人の持つ限界によって狭められて

しまいます。それならば、私たちは祈りという務めを復活

させなければならないのではないしょうか？ここ上海と中

国全土における神の目的、実際には、全世界における

目的が果たされるためには、今日の教会の祈りの務め

が求められています。『求めなさい』とイエス様は言われ

ました。『そうすれば受けるのです。』この簡単な務めを

怠るなら、私たちが神にとって何かの役に立つことがあ

るでしょうか？

April 27

Now unto him that is able to do exceedingly 
abundantly above all that we ask or think, 
according to the power that worketh in us ... - 
Ephesians 3:20

God’s glory for endless ages is to be “in the church 
and in Christ Jesus” (verse 21). But God’s glory now,
in the exercise of that exceedingly abundant power 
of His, is to be dependent on the Church, for here we
see it measured according to the power that now 
works in us.

His people are thus the gateway of the power of 
God. What God wants to do here in time is narrowed
down to limits set by their cooperation. Must we not 
therefore revive our ministry of prayer? The purpose 
of God here in Shanghai and throughout China—
indeed worldwide—depends on the Church’s prayer 
ministry today. “Ask,” said Jesus, “and ye shall 
receive.” If we fail in this simple task, what use are 
we to God at all?

4月 28日

その人は、「いったい、なぜ、あなたはわたしの名を

尋ねるのか。」と言って、その場で彼を祝福した【創世

記 32:29】
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ヤボクでの格闘の後、ヤコブは誰が自分に触れたのか

を尋ねたのですが、教えてもらえませんでした。ヤコブは、

戦った相手が誰なのか、初めから知らず、去った後も分

かりませんでした。ヤコブにはただ、自分の名前が変

わったこと、そして、自分が足を引きずっていることだけ

は分かりました！これは聖書の中で唯一、神がご自身

の正体をしもべに現すことを拒否されたところです。

神に触れられたものは、何が起こったのか分かりません。

いつ、どんなふうに触れられたか、見極めるのはとても

難しいものです。なぜなら、神は私たちにその時を待って

いて欲しくないのです。そうすると、神に触れてもらうこと

はできません。神が、私たちに求めるのは、ご自身から

目をそらさずにいることあって、何かの経験を待つことで

はありません。ヤコブは、自分が神と会ったことだけはわ

かりましたが、そのために、足を痛めてしまいました。足

が不自由になったのは証拠です。神が私たちに対して、

ご自分のやり方で働かれるとき、その結果は私たちの中

にはっきり残り、それについて語る必要すらありません。

April 28

Wherefore is it that thou dost ask after my name? 
And he blessed him there. - Genesis 32:29

After his struggle at Jabbok Jacob wanted to know 
who “touched him,” but he was not told. Jacob did 
not know who the Wrestler was when he came, and 
he knew no more when he went. Jacob just knew 
that his own name had been changed—and that he 
limped! This is the only time in Scripture when God 
declined to reveal His name to a servant of His.

Those touched by God do not know what has 
happened. That is why the touch is so difficult to 
define, for God does not want us to wait for an 
experience. If we do, we shall not get it. God wants 
our eye fixed on Him, not on experiences. Jacob only
knew that somehow God had met him, and that now 
he was crippled. The limp is the evidence. When 
God does His work in us in His own way, the result 
will be evident in us, and there will be no need to talk
about it.

4月 29日

私にとっては、生きることはキリスト、死ぬこともまた

益です【ピリピ 1:21】

1920年 4月 29日の夜、私は一人、部屋にいて、主を信
じるべきかどうか決めかねていました。初めは気が進み

ませんでしたが、祈ろうと試みると、そこに、自分の大き

な罪、そして、救い主としてのイエス様の真実と力強さが

見えてきました。主の御手が十字架の上に広げられてい

るところを想像してみると、私を暖かく迎えてくれ、こう

言っているような気がしてきました、『ここであなたを受け

入れる時を待っています。』主の血潮が私の罪を完全に

消し去ってくれることに気づき、その愛に圧倒されたとき、

私は主を受け入れました。

それまで、私はイエス様を受け入れた人たちを笑ってい

ましたが、その夜、主の経験は私にとって現実となり、私

はすすり泣きながら自分の罪を告白して、主の許しを求

めました。初めての祈りをしたとき、私は、それまで知ら

なかった平安と喜びを知りました。光が部屋に溢れたよ

うに見え、私は主にこう言いました、『おお、主よ。あなた

は本当に恵みに溢れた方です。』

April 29

For to me to live is Christ. - Philippians 1:21

On the evening of April 29, 1920, I was alone in my 
room, struggling to decide whether or not to believe 
in the Lord. At first I was reluctant, but as I tried to 
pray I saw the magnitude of my sins and the reality 
and efficacy of Jesus as the Savior. As I visualized 
His hands stretched out on the cross, they seemed 
to be welcoming me and He was saying, “I am 
waiting here to receive you.” Realizing the 
effectiveness of His blood in cleansing my sins and 
being overwhelmed by such love, I accepted Him 
there.

Previously I had laughed at people who had 
accepted Jesus, but that evening the experience 
became real for me and I wept and confessed my 
sins, seeking the Lord’s forgiveness. As I made my 
first prayer, I knew peace and joy such as I had 
never known before. Light seemed to flood the room 
and I said to him, “O Lord, You have indeed been 
gracious to me!”

4月 30日

あなたがたに言うが、この人が、義と認められて家に

帰りました【ルカ 18:14】

この取税人は許しを乞うことしかできませんでした。神は

その祈りを聞き、彼が願ったことよりずっと多くのものを

与えました。イエス様が言われたように彼は、『義と認め

られた』のです。これが、この罪人の願いよりずっと大き

かったことが分かるでしょうか？彼が願ったものは哀れ

みだけで、義と認められるとは思ってもいませんでした。

しかし、神は彼が義と認められたと言われました。彼は、

あたかも何の罪を犯していない者のようになったのです。

この後、罪人ではなくなっただけではなく、彼は正しいも

のとされました。

神がなされる救いは、私たちの限られた尺度ではなく、
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神の無限の恵み中で行われます。人は自分の小さな思

いの中で神が自分のために何をしてくれるかと求めます

が、神は人の叫びを聞いた上で、その祈りに応えたいの

です。しかし、神が実現されるものは、神ご自身の性質

から来るものであって、身に余る好意を惜しむことなく施

してくださいます。主を褒め称えましょう！

April 30

I say unto you, this man went down to his house 
justified. - Luke 18:14

At most the publican could only plead for 
forgiveness. God heard his prayer, but gave him 
much more than he had asked for, since Jesus said 
that he returned home “justified.” Do you see how far
this exceeded the sinner’s expectations? He asked 
for mercy; he could never think of justification. But 
God said that he was justified. This means that it 
was as if he had never sinned. Not only was he no 
longer sinful: now he was actually righteous.

The salvation which God accomplishes is not 
according to our limited measure, but to his infinite 
grace. Man has his small ideas of how God will act 
on his behalf, but God likes to hear his cry and 
answer his prayers. But what He brings to pass 
accords with His own disposition as the lavish 
dispenser of unmerited favor. Let us praise Him!
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